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【年通号数】公開・登録公報2011-026
【出願番号】特願2011-505558(P2011-505558)
【国際特許分類】
   Ｆ０２Ｄ  19/08     (2006.01)
   Ｆ０２Ｄ  45/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ０２Ｄ  19/08    　　　Ｄ
   Ｆ０２Ｄ  45/00    ３６４Ｋ

【手続補正書】
【提出日】平成24年4月20日(2012.4.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
電子ハウジングおよび少なくとも１つのエンジンマッピングにより制御される燃焼パラメ
ータを有する熱機関の動作を最適化する方法において、
　アルコール、エーテル、および水のうちの少なくとも一つの混合物を含むバイオ燃料を
近赤外分析し、水と、バイオ燃料に含まれるアルコール型およびエーテル型のうちの少な
くとも一方の少なくとも１つの他の含酸素化合物との割合を決定する工程と、
　前記分析し決定する工程の結果に基づいて前記マッピングの選択および修正の少なくと
も一方を行ない、熱機関の動作を最適化する工程と、
からなることを特徴とする方法。
【請求項２】
燃料の消費を最適化し、エンジンのＩＳＯの性能での排気ガスの排出を制限するかまたは
ＩＳＯの消費および排出時のエンジンの性能を増加させるよう、前期マッピングの選択お
よび修正の少なくとも一方を行うことを特徴とする請求項１に記載の最適化する方法。
【請求項３】
バイオ燃料を近赤外分析する工程が、バイオ燃料中に存在する酸素原子の結合、より詳細
には、第一級アルコール中に存在するＲ－Ｏ－Ｈ結合、エステル中に存在するＣ－Ｏ－Ｃ
結合、および水分子中に存在するＨ－Ｏ－Ｈ結合のうちの少なくとも一つに関連する特徴
的な帯域の複数の重複の関数として補正する段階を含むことを特徴とする請求項１または
２に記載の方法。
【請求項４】
前記近赤外分析する工程が、相互作用のまたはカップリングの共鳴のアーチファクトに起
因する調波または組み合わせの領域に対する相互作用の関数として補正する段階を含むこ
とを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
前記近赤外分析する工程が、分子構造の関数として補正する段階を含むことを特徴とする
請求項１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
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前記近赤外分析する工程が、原油精錬処理により生成された前記燃料ベース由来のＣ－Ｃ
およびＣ－Ｈ結合の数および種類の関数として補正する段階を含むことを特徴とする請求
項５に記載の方法。
【請求項７】
前記近赤外分析する工程が、少なくとも１つの温度検出器からのバイオ燃料の温度の測定
値の関数として補正する段階を含むことを特徴とする請求項１～６のいずれか一項に記載
の方法。
【請求項８】
前記バイオ燃料の組成の近赤外分析により、該バイオ燃料の物理化学的性質の予測値の補
正段階を実行することが可能となることを特徴とする請求項１～７のいずれか一項に記載
の方法。
【請求項９】
近赤外分析は、７８０ｎｍから２，５００ｎｍの間のシリコン検出領域のスペクトル領域
における測定を行なうセンサによって実行されることを特徴とする請求項１～８のいずれ
か一項に記載の方法。
【請求項１０】
近赤外分析は、８５０～９８０ｎｍの間のシリコン検出領域のスペクトル領域における測
定を行なうセンサによって実行されることを特徴とする請求項１～８のいずれか一項に記
載の方法。
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